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〔学校部門 単学年〕                                                      ［概要版報告書］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-019 
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通して自

然と共生する大切さを考える生徒を育む学習を

目指して 

学校法人青森山田学園青森山田中学高等学校 
 

所在地 青森県青森市青葉3丁目13―40 対象河川名 横内川・堤川 
対象学年 高校１学年（２８人）     主たる教科 生物基礎・総合的な探求の時間・

地理総合 

河川教育の目標 
河川教育を通して、川がそこに住む人々を始めたくさんの生物にもたらす恵みを感じ、その恵み
を守るためには何が必要なのかについて考える力を養う。同時に遥か昔から川は洪水被害をもた
らす存在であるという脅威を感じその被害を防ぐために何が必要かについても考える力を養う。 

育成したい資

質・能力 

１．青森市民の命の水を供給する横内川・堤川のフィールドワークを通じて河川の豊かな生態系や

水質の及ぼす影響とその原因について考え、豊かな川の生態系を守るために必要なことについて考

える力を培う 
２．洪水被害を防ぐための施設である遊水地の埋没林のフィールドワークを通して、遥か昔から洪

水被害があることを調べ、洪水を防ぐために必要なことについて考える力を培う 
学習活動の内容と成果 

①青森市内の川の生物や特徴などの調べ学習を行い、生徒の関心が高かった横内川のフイールドワークを実施した。

活動では、川や湿地に生息する生物の観察や採集を行うとともに、川の流速や水温の調査や水質調査のための採取を

行った。【成果】川の生物の生態系や食物網を実感的に理解するとともに主体的に学習に取り組む姿が見られ、対話を

通してグループごとに課題を設定することが出来た。川と地形についてや洪水とのかかわりなど新たな課題が出た。 
②流水実験器を使い、青森市の河川モデルから洪水の仕組みのモデルを作成し、洪水被害の起きる仕組みやその原因

について話し合いまとめる活動に取り組んだ。治水事業について東青地域整備部に出向き講義を受けて疑問を解結す

る活動を行った【成果】洪水被害は想定外の豪雨で起きる。その防止のために治水事業が必要なことなどを実験や東

青地域整備部の方の講義から深く理解できた。強靭な街づくりに何が必要か考え、他の人に発信したい意見が出た。 
③横内川遊水地のフイールドワークを行い、グループごとに課題解決を行う活動をした。湿地の植生の二次遷移・水

鳥と湿地・埋没林と川の関り・縄文遺跡から人と川のつながりについて観察をし、堤川と横内川の水質検査比較も行

った。【成果】協働的な学びが出来た。生徒が主体的に課題を立て解決のための観察や考察を通して川や水と人間生活

での共生することについて考える視点がはっきりと持てるようになった。対話から専門家の方との交流が深まった。 
④横内川周辺の縄文遺跡を調べたい希望から青森市の縄文遺跡展示館で土器や石器など遺跡と川とのかかわりについ

て調べ学習の活動を行った。また川の利用で石器作りが上がったことから青森県埋蔵文化財センターの方から石器作

りを自分たちの採取した川の石も使って実習した。最後にこれまでの学習したことをグループごとにまとめたものを

専門家の方、同学年の生徒、教員にパワーポイントで発表する会を開催し発信した。【成果】生徒たちが課題を解決す

る中で埋没林との関係で縄文遺跡と横内川の関りを主体的に出し、専門機関で解決しようとしたこと。パワーポイン

トで学習のまとめを多くの人に発信しようとして発表会を開くなど学ぶ姿勢が川の学習を通して高まった。 

学びの創意工夫

点 

素材として横内川や生物基礎での学習内容を上げたが、課題とするものやその解決方法について

はできるだけ生徒の主体性を活かすために生徒自身に話し合い、調べ学習をする時間を確保する

ように心がけた。専門家や自治体の方との打ち合わせでは生徒の意向を反映できるよう配慮した 
河川教育を通じ

て見られた子ど

もの変容 

中学校時の基礎学力が低く自己肯定感も低い生徒たちが、フイールドワークを通じて川に興味を持

ち楽しいと感じることで理解が深まり分かることが増え、自信を持ちそこから主体的に課題を持っ

て探求し、川や水と人の関りについて発信しようとする意欲にまでつながったことである。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
【東青地域整備部】洪水被害や治水の状況についての講義【埋蔵文化財センター】遺跡の専門家

の方に縄文人と川とのつながりについての講義や土器石器の観察・石器作りの実習指導 

成果発表 

成果作品 発表方法 

発表会でのパワーポイント 

 

川と人間生活や自然のつながりを知ろう 

外部参加の校内発表会 

今後の課題・展開 

・生徒が主体的に課題を見つけ、方法を考えていくときの時間の確保をよりしっかりと行うことが今後の継続のため

に必要である。また生徒の立案した課題に沿って専門家との事前打ち合わせもしっかりと行って今後も展開したい 

・水源地などクマ出没などで観察に制限のかかる場所についてあらかじめ代替地を考慮して進めたい 

 



〔学校部門〕単学年・複数学年                                              ［見られたこどもの変容］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-019 
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通し

て自然と共生する大切さを考える生徒を育

む学習を目指して 

学校法人青森山田学園青森山田中学

高等学校 

 
学年：高校一年生 
学習活動名：春の小川で植物の押し花作りと生物観察会 
見られた子どもの変容：生物や川に興味を示さなかった

生徒も座学の時には見られたが、学校近くの小川の中

にいるヨコエビや、採集してきた水の中にプランクト

ンを見つけたり、採集してきた植物特に花のついた植

物を押し花にする活動を通して川への興味やフイール

ドワークを通して自然への関心が高まる生徒が３５％

から７２％に増加した。 
 
 

    

学年：高校１学年 
学習活動名：横内川の生き物と川を調べるフイールドワ 

ーク 
見られた子どもの変容：素材として生徒が選んだ横内川

のフイールドワークを実際に行うことを実施すること

で、事前学習での課題を立てる意欲がたかりました。

また、フイールドワークの実習ではイモリやアメリカ

ザリガニそれを食べる水鳥の観察や、川の周りの地形

などをタブレットで撮影し自分たちで資料化すること

でその場や学校に帰ってからの確認ができやすく、川

の生物の多様さにさらに関心が高まりました。 
 

 

学年：高校１年生 
学習活動名：横内川の水質のすごさを調査しよう 
見られた子どもの変容：自分たちが採取してきた横内川

の水を化学薬品を使い、アンモニア・pH・残留塩素亜

硝酸などの生物が生息できる川なのかを調べ、下流域

の青森市内中心部の堤川で採取した水との比較を行い、

横内川の水質が生物が生息できる環境であるのに中心

部では水質が落ちる仮説が正しいと分かることで、そ

の原因を調べ、自分たちが川をきれいに保つために何

ができるのか考えるきっかけになりました。 
 

 
注1） 子どもの変容が分かる写真を掲載し、その変容が見られた学習活動名、見られたこどもの姿（変容）を記載してください。そ

の際、できる限り子どもが発した言葉などを拾い上げてください。 

注2） 全ての活動について載せる必要はありません。 

    

 

   
 

 
子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 



学校部門〕単学年・複数学年                                              ［見られたこどもの変容］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-019 
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通し

て自然と共生する大切さを考える生徒を育

む学習を目指して 

学校法人青森山田学園青森山田中学

高等学校 

 
学年：高校１年生 
学習活動名 ：遊水池などの治水事業をしている専門家 

の方に聞こう会 
見られた子どもの変容：自分たちが調べた川の怖さであ

る洪水を防ぐための仕組みについて疑問に思うことや

仮説で考えたことを持ち青森県東青地域整備部の菊池

氏から青森市内でこれまで起きた洪水やその治水のた

めにダムの整備や護岸工事それにフイールドワークで

来ている横内川遊水池がどのように役立っているか講

義してもらい、インタビューを通して治水の大切さを

実感的に理解できたという自己評価が増えました 
    

学年：高校１年生 
学習活動名：理科研究部とタイアップして洪水のモデル

実験で青森市の洪水の仕組みをモデル化しよう会 
見られた子どもの変容：理科研究部の開発した流水実験

器を使った洪水のモデル実験装置を使い、自分たちが

調査している横内川や堤川などの青森市内の河川が想

定外の豪雨が続くと起きる可能性があることをモデル

で確認し。その防止には地球温暖化を防ぐことが必要

であることをその後の対話で自覚する生徒が増えまし

た。 
 

 
 

 

学年：高校１年生 
学習活動名：秋の横内川と遊水地公園でグループごとの

課題解決フイールドワーク 
見られた子どもの変容：三回目のフイールドワークでは

各グループごとの課題を解決するためにグループごと

に分かれてそれぞれが目的意識を持って調査に出かけ

ました。この写真のグループは、川の後背湿地が二次

遷移で少しずつ森林を形成していることを場所を変え

ながら観察しながら明らかにしています。このように

川の学習を通して教科科目を超えて必要なことを自ら

学ぶ姿勢を持つことができるようになりました。 
 

 
注1） 子どもの変容が分かる写真を掲載し、その変容が見られた学習活動名、見られたこどもの姿（変容）を記載してください。そ

の際、できる限り子どもが発した言葉などを拾い上げてください。 

注2） 全ての活動について載せる必要はありません。 

   
 

 
子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 

orihara  kaho
長方形



学校部門〕単学年・複数学年                                              ［見られたこどもの変容］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-019 
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通し

て自然と共生する大切さを考える生徒を育

む学習を目指して 

学校法人青森山田学園青森山田中学

高等学校 

 
学年：高校１年生 
学習活動名 ：縄文遺跡から縄文人の暮らしと川のつな 

がりを知ろう会 
見られた子どもの変容：横内川遊水地で出土した縄文遺

跡を発掘調査している青森市埋蔵文化財課で小牧野遺

跡ビジターセンターの研究員をしている設楽氏から縄

文遺跡の詳しい説明を受け、縄文人が川を利用するた

めに川の近くに住んでいた予想のもとに疑問点をイン

タビューし、土器や石器、食糧や飲料水として川が大

切なものであることを実感的に理解できるようになり

ました。 
 

    

学年：高校１年生 
学習活動名：川原の石を使って石器を作ろう会 
見られた子どもの変容：石器作りに川の石が使われたこ

とをもとに、青森県埋蔵文化財センターの研究員をし

ている茅野氏に出張講義をしていただき、自分たちが

採集してきた玉石を使い黒曜石を割り、その後鹿の角

を使い石器を実際に作る活動を行いました。昔の人々

は川とともに暮らし、無駄をしないことから自然と共

生できたのだということを全員が実感的に理解できた

ことが自己評価に見て取れました。 
 

 

学年：高校１年生 
学習活動名：川と水と暮らしについて調べよう発表会 
見られた子どもの変容：これまでの１年間の川と水と自

然や人々の生活とのつながりについて調べてきたこと

をパワーポイントにまとめ、協力いただいた専門家の

方や同学年の他のクラスの生徒たち教員の方々などに

発表して発信する会を生徒たちが主催しました。初め

は自己肯定感が低い生徒も多くみられていましたが、

川や水を素材に主体的に学びをしてきたことで自信を

もって発信しようとする気持ちが高まり、できる分か

るを実感することで自己肯定感の高まりが感想などに

多く見られました。 
 

注1） 子どもの変容が分かる写真を掲載し、その変容が見られた学習活動名、見られたこどもの姿（変容）を記載してください。そ

の際、できる限り子どもが発した言葉などを拾い上げてください。 

注2） 全ての活動について載せる必要はありません。 

   

   
 

 
子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 

 
 
 

子どもの変容を的確に捉えた、学

習活動の写真（あるいは絵画、作

文など）を掲載してください。 
 
 
 
 

orihara  kaho
長方形

orihara  kaho
長方形



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

5.単元構想

主
な
学
習
活
動

2.河川教育の目標
河川教育を通して、川がそこに住む人々を始め、たくさんの生物にもたらす恵みを感じ、その恵みを守るためには何が必要なのかについて考える力を養う。
同時に遥か昔から川は洪水被害をもたらす存在であるという脅威を感じ、その被害を防ぐために何が必要なのかについても考える力を養う。

3.育成したい資質・能力
１．青森市民の命の水を供給する横内川・堤川のフィールドワークを通じて河川の豊かな生態系や水質の及ぼす影響とその原因について考え、豊かな川の生態系を守るために必要なことについて考える力を培う
２．洪水被害を防ぐための施設である遊水地の埋没林のフィールドワークを通して、遥か昔から洪水被害があることを調べ、洪水を防ぐために必要なことについて考える力を培う

4.学年／人数

河川教育計画書【単学年】

1.助成事業名
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通して自然と共生する大切さを考える生徒を育む学習を目指し
て

学校法人青森山田学園青森山田中学高等
学校

2024-7211-019

主たる教科： 生物基礎 関連教科：総合的な探求の時間 １５時間 主たる教科：総合的な探求の時間 関連教科：生物基礎 ２０時間 主たる教科：生物基礎 関連教科：総合的な探求の時間 １５時間

１．学校の敷地内の植物や、プランクト

ンなどの微生物の観察を通して身の回

りの生物やその環境について関心を持

つ

２，採集した植物の押し葉や押し花表

を作り、標本や生物マップの作成の仕

方について学ぶ

３，自分たちの飲料水は、横内川水系

の浄水場から来てことを知り、川の生

物についての調べ学習を行い、生物の

１，横内川の生物観察のフィールドワー

クを行い、湿地に生息する生物がどの

ようなものがいて、それぞれｗがどのよ

うな場所に生息しているのかについて、

タブレットのカメラなどを活用して記録

する。

２，フィールドワークで集めてきた資料

を基に横内川の湿地に生息する生物

マップを作成する

３，横内川と生物のかかわりについて、

生活排水との関わりや、洪水被害など

１，横内川を調べることについての研

究の方法や、仮説などについて考え、

探究するための計画を話し合う

２，河川と生物の関係では、水質が

関係していることをだ駅腺の学習を

するユスリカの幼虫のことを通して知

り、生物が生息するための水質につ

いて調べる

３，横内川や駒込川、堤川の洪水被

害を防ぐためにどのような治水事業

が行われているかについて、出前授

１，横内川、駒込川、堤川の洪水被害の仕

組みを流水実験器を用いたモデル実験を

行い、洪水の起きる原因について調べる

２，上記の実験機を用いたモデル実験を行

う中で、治水事業との関わりについて、比

較実験を行うことで検証を行う。

３，青森市で治水事業の最後の工程として

行われている駒込ダムの実際を見学し、ど

のような規模での治水が必要なのかにつ

１，横内川の埋没林のフィールドワーク

を行い、実際の埋没林の状況から、昔

起きた洪水被害について、知るとともに、

現在貯水池になっている場所の地形な

どについて実際に退官し、遊水地の規

模などのひろさや洪水の驚異について

体感する。

２，横内川のサンプルを抽出し、川の水

質検査キットを用いて、川の場所による

水質の違いについてマップに記入して

１，植物の植生や、植生の遷移につい

ての学習を行い、洪水などの二次遷移

が起きることについて知る

２，植物の植生の洪水被害による二次

遷移について、埋没林のフィールド

ワークで学習したことと関連付けて調

べ学習を行う

３，横内川や駒込川堤川が洪水を起こ

すことを防ぐためにしてきた取り組みと、

１，生態系と自然とのかかわりについて

の学習を行い、食物連鎖や食物網、環

境と生物委のp相互関係について理解

する

２，横内川で調べ学習してきたことと、

教科書で学習した生態系と環境の学習

を比較し、川が生物の環境としてどの

ような役割を果たしているのかについ

て考える

１．生物の特徴についてその共通性と多様性にがあることを

様々 な生物の比較に基づいて見出して理解すtことが

出来る

１．横内川のフィールドワークで埋没林の観察を通して、洪水被害

が遥か昔から繰り返し起きてきたことを知るとともに自然の驚異で

ある洪水被害を防ぐためにどんな対策が取られているかについて

関心を持ち、立てた課題についての思考を深めることが出来る

２．横内川の水質検査や、指標生物の観察を通して生活排水など

１，これまで調べ学習してきたことをもとに、横内川の生態系と環

境の関わり。埋没林と二次遷移。洪水の起きる仕組みと被害を

防ぐための方法や心構えなどのそれぞれが探求してきたことを

ポスターにまとめることが出来る

単元名 河川における生態系と私たちのくらし単元名 生物の多様性と環境としての河川 単元名 遷移と洪水との関わりと治水(横内川の埋没林から考える）

１，植物の観察

や微生物の観察

を通して生物の

共通性と多様性

を持つことを理解

できたか

２．植物標本や、

植生マップの作

成が出来たか

１．川のフィールド

ワークを通して川

が育む生物の多

様性を実体験で

きたか

２．これから学習

していく川のこと

について主体的

１．課題探求の計

画を主体的に作る

ことが出来たか

２．水質と生物の

生息との関わりに

ついて理解できた

か

３．地域の河川の

治水事業の概要

１．流水実験器のモ

デル実験を行うこと

で洪水の起きる仕

組みを理解できた

か

２．駒込ダムの見学

を通して青森市民

を洪水から守るた

１．横内川遊水地

の埋没林のフィー

ルドワークを通し

て、封印された洪

水被害の驚異を

感じることができ

たか

２．水質検査の仕

方を掴み、自分た

１．植生と二次遷

移の関係について、

埋没林の学習に

関わらせて考える

ことが出来たか

２．これまでの学

習から治水事業

の必要性について

１．生態系と環境

の繋がりについて、

理解することが出

来たか

２．生態系への干

渉はできる限り少

なくするための取

り組みについてこ

れまでの学習をも

１これまでの学習をもとにして、研究の

仮説、研究の方法、調べたことの結果、

結果をもとに考察したこと、研究を通し

て感じたことなどについてポスターにま

とめる。

２，ポスター発表を行うための役割分担

や、発表を聞いてもらう相手に分かりや

１．これまで探究

学習してきたこと

をまとめるための

話し合いを通して

結果や考察をまと

めることが出来た

か

２．ポスター発表

の表現の仕方に

１，これまで探究学習してきたことにつ

いて課題ごとのグループで発表を行う

２，お互いの発表を聞いて感じたことや

新たに感じたことなどについて相互に

意見を交換し合う。

３，１年間横内川を学習してきたことを

振り返り、河川に対する関心や、河川

を通して自然と共生するすることの大

１．探究学習して

きたことを分かり

やすくポスター発

表することが出来

たか

２．１年間の河川

の学習を通して河

川の恵みの大切

さや河川の驚異
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河川教育　学習活動報告書【単学年】

1.助成事業名
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通して自然と共生する大切さを
考える生徒を育む学習を目指して

学校法人青森山田学園青森山田中学高等学校 　2024-7211-019

学
習
活
動
の
結
果

３，得られた成果
①本校の対象の生徒のクラスは、中学校での基礎学力が不足していたり人間関係での悩みなどから自己肯定感が低い生徒が多数
存在する状況でした。しかし、生物基礎の授業に横内川などフイールドワークを行いながら学習を進めることで楽しみながら理解が深
まり、学習に対する自身が出てくることで、自分たちの持つ疑問や課題を発表できるようになる機会が増えていきました。そのため学
習が進むにつれて積極的に課題を持つようになり課題の解決の仕方やまとめ方も教師に求める生徒が増加し、主体的に学ぶ姿勢が
高まりました。これがまず大きな成果になります。
②横内川のフイールドワークを中心に総合的な探求の時間も使いながら活動することによって、観察したことや調べたことから新たに
生徒が課題を持つようになり、その課題を可決するために、大学の先生にメールで質問をして交流することを皮切りに青森県東青地
域県民局地域整備部の方々との講義やフイールドワークでの観察を通しての交流、青森市教育委員会埋蔵文化課の資料館の専門
家の方からのアドバイスや講義を通しての交流、青森県埋蔵文化財センターの研究員の方に石器の作成方法を教授してもらう時など
のすべての活動が受け身にならず自分たちの調べたことをもとにした質問を中心に積極的に行うことができました。このことから生徒
の自己肯定感が高まりましたし、市民や同級生、教員など多くの人に発信する意欲につながる成果を得られました。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

①横内川のフイールドワークを中心素材としたことで、生物の多様性や食物網のつながりが河川という環境の生態系をありのまま観察することにつながりました。そのため実感を

伴った理解をすることができましたので、教科内容の生物と生態系のかかわり・植物の湿地における二次遷移・分断や外来生物と自然破壊から自然を守り共生することなどの知識
理解が深まるとともに、環境と生態系の関りの調べ学習をグループや協力者と対話しながらしたことによって、自分たちが自然と共生するにはどうするかなど思考力・判断力を高め
ることにも効果があることがパフォーマンス評価や小テストなどの評価で現れました。
②横内川のフイールドワークを中心に実際に川に入り、川の水を採取したり、水温や流れの速さなどを測定する活動や、横内川遊水地公園の湿地での観察を行うことで❶学習に
関心を示しにくい生徒も嬉々として活動していた❷川の水質は透明さだけでは計測できず生物がすむのに適した環境になるためには排水やごみなどから出るアンモニアや亜硝
酸などの物質を増やさないことが必要であることを体感しながら学習できたこと➌川と湿地の関係から地形を調べる課題や湿地の植生など地理総合や生物基礎などのカリキュラム
マネジメントによる横断的総合的な学習を行う学習ができたことの３つの効果を得ることが出来ました。
③河川や水の関りで縄文遺跡からはるか昔の縄文時代から人々が川の恵みを得るために川のそばで暮らしたことやそこから生活の糧や道具をたくさん得ていたこと。また、川の
氾濫や火山の噴火による土石流などの自然災害の怖れを感じながらも川と共生してきたことが深く認識され、自分たちも水や自然を大切にし、共生することを自覚出来たことも大
きな効果でした

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

単元名：生物の多様性と環境としての河川

１．生物の特徴についてその共通性と多様性にがあることを様々 な生物

の比較に基づいて見出して理解すtことが出来る

２．河川に生息する生物の多様性を観察によって見出し、河川についての調

べ学習で探求する課題を見つけることが出来る

1..入学後の初めの週の生物基礎の時間でプランクト

ンを採集しての観察や、植物の観察と花や茎、根

を観察させ草本も樹木も水が無ければ生存できな

いことを顕微鏡での導管の観察や、木が根から水

を吸い上げる音を聴診器で聞く実験観察などを通

して実感を伴った理解ができるように活動を行い

ました。

２．植物と水という関係から環境に関心を持つ感想が

多くみられたこともあり、校舎内と小川の脇の２か

所で採集した植物を１０日間かけて押し花にする

活動を行いました。その押し花をしおりにする活動

を行い、植物の名前や性質を調べ学習し、生物基

礎の代謝の学習を行いました。また、この時の２か

所の採集場所の植物マップを作る中で、川の近く

に生息する植物と校舎内に生息する植物の違い

から生徒に環境と植生について課題をそれぞれに

考えさせました。

３．青森市内を流れている河川として堤川・駒込川・横

内川の代表的な2級河川を取り上げ、検索エンジ

ンで調べ学習を行い、水質・河川利用・生息する

生物・災害などについて特徴を発表しあいました。

その結果として河川の学習についての生徒の興

味関心に基づき取り上げる河川を選ぶことにしま

した。話し合いから生徒が調べたい河川として、浄

水施設があり身近であることと生物が多様に生息

していることなどから横内川を中心に調べ学習を

行うことになりました。

学校の近くの川での植物やプランクトンの採集を

しにいきました。

採集してきた植物を押し花標本にしている活動に

取り組んでいるところです

関連教科：生物基礎１３時間・地理総２時間・総合的な探求の時間５時間

単元名 遷移と洪水との関わりと治水(横内川の埋没林から考える）

１．横内川のフィールドワークで埋没林の観察を通して、洪水被害が遥か昔から繰り

返し起きてきたことを知るとともに自然の驚異である洪水被害を防ぐためにどんな対

策が取られているかについて関心を持ち、立てた課題についての思考を深めることが

出来る

２．横内川の水質検査や、指標生物の観察を通して生活排水などとの関わりについて

考えることが出来る

関連教科：総合的な探求の時間１６時間・生物基礎１０時間

１．横内川についての調べ学習を課題ごとにグループ

分けし、それぞれのグループごとに検索エンジンを

中心にして調べました。グループによっては県の

河川砂防課にメールなどで質問するなどを行いま

した。その取材からことで、治水のために横内川

の脇に大きな遊水池として公園などを整備してい

ることがわかりました。その報告から調べ学習でさ

らに深く学びたいものとして横内川遊水地を課題と

して考えるグループも出てきました。

２．生徒が関心を示し、最も課題として多く挙げられて

いた川の周辺の動物や植物などがどのようなもの

がどのように 生息しているのかを川の環境との関

りで実際に観察調査したいとのことから、横内川で

立入禁止区域外や安全に調査できる場所として横

内川遊水地にある埋没林広場の湿地帯をフイー

ルドワークすることを決め、フイールドワークで観

察を行いました。フイールドワークでは遊水地公園

の湿地に生えるガマの穂や葦の中にカエルや蛇、

アメリカザリガニやイモリや持ち帰って顕微鏡で水

カビやプランクトンなど多様な生物がいること。横

内川には水鳥が多数いることから川や湿地には

豊かな生態系が出来ていることを体感しました。ま

た川の周りと遊水地公園の地形について調べた

いなどの声もありました。川に入り、流れの速さや

水温の冷たさも楽しく体感し、他のことも色々調べ

たいという感想が多くみられました。

３．今回の助成金で購入したタブレット端末のカメラ機

能を使い、撮影したものを検索エンジンで調べ湿

地の植生について１回目のマップつくりを行いまし

た。実際に自分たちで撮影したものが資料化され

ることで興味関心が高まり、活発に取り組みました。

４．生物基礎では発生や細胞分裂についての学習を

行っているため川や水とかかわりの深い両生類の

卵を湿地で採集し持ち帰って観察しました。。この

ことからイモリの活発な細胞分裂について調べ学

習を行いました。

湿地帯の岸辺で、生物

の採集をしています。

湿地帯のサンクチュ

アリで水鳥の観察を

しているところです

横内川の水

流の速度や

地形の写真

を撮影したり

しています

１．地形と川の関りについて調べ学習を行ったグルー

プの発表から、観察した横内川付近の地形がどん

な地形なのかわからないという疑問が多く出され

たため地理総合の時間に小地形の学習をする中

で取り上げてもらいました。この授業では、生徒の

感想から後背湿地や氾濫原などがタブレット端末

で観察し撮影した画像から学習したことで実感的

に理解が出来たという言葉が多くみられました。こ

のことから、新たな課題として洪水などの災害と横

内川の関りについて全体でも考えていくことを全体

で決めました。

２．生物基礎の染色体の学習でユスリカの幼虫のだ

腺についての学習を行う時に教師側で採集してき

た場所が汚れた水質の場所であると示すことで、

水質と生物の関係について課題として調べること

を生徒たちの話し合いの中で決め、課題とするこ

とにしました。

３．横内川遊水地の観察場所であるところは埋没林

が出てくる場所であることから青森県内の鰺ヶ沢

町の海岸の埋没林や、下北の東通村のヒバ埋没

林について、埋没林の出来方や、特徴について調

べ学習を行うことに生徒の希望で決めました。この

ためグループごとに調べ学習を行いましたが横内

川遊水地の埋没林について資料がないため、教

師側で発掘調査にあたった専門家の方に打診し、

その方の情報をもとに青森県埋蔵文化財センター

の葛西課長や青森県庁の出先機関である東青地

区整備部の菊池氏などに資料をいただけるよう依

頼しました。またその過程で第２回目の横内川フ

イールドワークで水質調査と合わせて埋没林の資

料館の見学を行うことにしました。

これまでの学習をまとめながら、埋没林のことにつ

いて調べ学習をしてワークシートやノートに書き込

み課題の解決の仕方について対話の準備をして

います。

タブレット端末に撮影した画像や、メモ、考えの記

録などを使いながらグループごとの発表をお互い

に聞いたり、新しく疑問に思ったことなどを出し合

い、全体で取り組む課題を決めていきます。

１．横内川の地形から、他の二級河川である堤川や

駒込川などの洪水や土砂崩れなどの河川がもと

になって起こる自然災害を防ぐためにどのような

治水事業が行われているのかについて、自分たち

で調べたことと比較しながら青森県東青地域県民

局地域整備部の方のところに全員で出向き、講座

を開いていただきました。そこから①これまで起き

てきた青森市の洪水被害の状況②洪水被害が起

きる仕組み③洪水被害を防ぐための治水事業の

取り組み④災害を防ぐための横内川遊水地の役

割の４つの点について話してもらうことをお願いし

て講義を受けました。講義の中では自分たちが調

べた下湯ダムの他に現在完成を目指している駒

込ダムのことやダムの仕組み。治水のためにされ

てきた河川の工事の様子について詳しく教えてい

ただき、課題の解決につながるとともに横内川遊

水地の実際の様子をフイールドワークして見学す

ることで、洪水を防ぐための蓄える水の量を感じ取

りたいという新たな課題が生まれました

２．横内川、駒込川、堤川の洪水被害の仕組みを調

べる課題解決について流水実験器を用いたモデ

ル実験を同じ山田高校の理科研究部が検証した

モデルを使わせもらうことにしました。この実験器

を使い、地形図上の堤川・駒込川・横内川のモデ

ルを作り、治水工事を行う場合と行わなかった場

合を比較したり、想定外の豪雨があった場合の洪

水が起きる場所などを検証しました。川に水が供

給される仕組みや洪水にどのくらいの降雨があれ

ば決壊が起きるのかなどを検証を繰り返す中で初

めて知り、洪水の恐ろしさも分かりやすく検証する

ことが出来ました。

３．東青地域整備部の方の出先機関での学習と、モ

デル実験の結果をまとめながら全体で話し合い、

洪水などの怖さを実感し、治水工事の大切さを認

識するとともに、地球温暖化を進めないことも必要

であることもまとめとして共有していました。また、

この取り組みを行う中でいろいろな人に大切な川

や水のことを発信することができれば良いという意

見も出され、発表も課題として取り組むこととしまし

た。

青森県東青地域整備部の菊池氏から青森市の過

去の洪水被害や防止のための治水事業について

講義を聞くために出向いて講義を受けました

流水実験器を使い、洪水のモデル実験を青森市

内の横内川・堤川・駒込川・合子沢川を想定して実

際に行ってみました

１．横内川遊水地のフイールドワークの２回目を行い

ました。課題に取り上げたことに沿って各グループ

ごとに自分たちの視点を持って見学調査を行いま

した。活動の中身としては①河川が形成する地形

と遊水地の大きさについての観察を行ったグルー

プは、道路改良工事が中止になった高い場所から

遊水地全体を見たり実際の水門や遊水地公園の

傾斜などを考えながらかなりの量の水を水害を防

ぐために貯水できることを体感しました。地形は後

背湿地や自然堤防などについて実際に確認して

川が作る地形と現在の生活とのかかわりについて

記録しながら体感することができました②埋没林

の形成について調査したグループは、埋没林など

の資料館で地層の中に含まれている火山灰から

分かる噴火による土石流や火砕流堆積物の洪水

による崩壊で埋没したこと、縄文人の集落が川の

そばに存在した時にも噴火があったり洪水がある

などしたことなどについて記録をして自然災害と埋

没林についてタブレットに記録を行いました。③野

鳥について調査したグループは、湿地でのバード

ウォッチングや鳥が餌として食べていた川のザリ

ガニなどの死骸などを調べ川と水鳥の関係につい

てタブレットに記録しました。④このほか、生物基

礎の学習内容として全員で、湿地の二次遷移につ

いて、葦や萱などの中に先駆種のハコヤナギやハ

ンノキなどが見られること、また河川が作る後背湿

地には萱やガマの穂などが育成しそこに生態系が

豊かに作られていること、葦や萱などが枯れてい

き、土壌を形成すると湿地の植生が変化すること。

その初めの部分を観察できることを実感的に理解

しながら観察記録を行いました。⑤横内川の水質

を調査するために川の水のサンプルを採りながら

全員で透明度や温度などについてタブレット端末

に記録しました。

２．全体として、観察を通して川が自然環境として豊

かな生態系を育んでいたり、飲料水を提供してくれ

たりする大切なものであること。一方で水害などの

自然災害をもたらす怖さのあるものだから対策を

して強靭な街づくりをする必要があることなどの感

想が出されました。

フイールドワークでは、グルー

プごとに水質調査のための採

水や、埋没林の地層年代や、

出来た理由と川とのかかわり

を調査したり、湿地の植生や

二次遷移についての証拠とな

る植物の調査など横内川遊水

地と横内川を調査しました。

この中で縄文遺跡のことが話

題に取り上げられました。

１．生物基礎の学習内容である植物の遷移の中から

二次遷移について学習を行う時に教科書の調べ

学習の発展内容として、土石流や大きな洪水など

の川が原因となる二次遷移と湿地の二次遷移に

ついて、資料、検索エンジンで調べたことと横内川

遊水地のフイールドワークで調査した内容を比較

しながらまとめていきました。この学習を通して洪

水や土砂崩れなどの自然災害の後でも、比較的

短股間で植物が遷移を行い復元することや湿地

が二次遷移で湿地から平地にしていくことについ

て横内川遊水地とその近郊の調査で理解を深め

ることができました。

２．横内川水系での川の水の水質検査を河川財団の

助成金で準備した水質検査キットを用いて行いま

した。この学習では、市内中心部を流れる堤川水

系と比較を行い、横内川水系は水生生物が生息

可能な水でアンモニアや亜硝酸などがほとんど0

に近い値であるのに対して市内に近い堤川では上

流の火山の影響でpHが低い酸性であることの他

にアンモニアや亜硝酸の値が横内川に比較して高

い値を示す場所が多いことがマップにまとめられま

した。生徒は初めて体験する本格的な水質検査で、

水温や天候など、記録を正確に行うのに慣れるま

でなかなか時間がかかりましたが、実際に自分た

ちがサンプルとして採取してきた川の水の違いを

目で確認し改めて横内川がきれいな水であること

を認識し、環境を大切に守ろうとする意見が感想

に多く見られました。

３，市内に入ると工場や生活排水などが影響して水

質がよくない状態になること。また検索エンジンで

調べ学習を行う中で横内川を飲料水として守るた

めに植林やごみ拾いなどの環境を守る活動が市

民によって行われていることが分かり、自分隊で

は何ができるのかについての話し合いをしながら

まとめを行いました。その中で目立ったのはまず

は自分たちが川にごみが出ないように抑えること

が大切だということで、油を流さないやごみは分別

してしっかり蓋をしてゴミ収集所に出すなどの意見

が活発に出されました。

川の水質検査キットを使いながら、自分たちがこ

れまで調査してきている横内川と市内中心部を流

れる下流域の堤川の水質を比較しながら、その原

因になることについて調べています。

単元名 河川における生態系と私たちのくらし

１，これまで調べ学習してきたことをもとに、横内川の生態系と環境の関わり。埋没林と二次

遷移。洪水の起きる仕組みと被害を防ぐための方法や心構えなどのそれぞれが探求してき

たことをポスターにまとめることが出来る

２，川の学習から自然と共生していこうとする心情を持つことが出来る

関連教科：生物基礎１２時間・総合的な探求の時間１４時間

１、生物基礎の学習で生態系と自然の関りについ

て学習を行い、自然との共生をしながら人間生

活を豊かにするための学習で川では生態系の

分断としてダムや砂防ダムの内容や食物網の

学習を深める中で横内川でのフイールドワー

クで観察した水鳥と餌の関りについて観察して

きたことを資料として用いながら川や湿地での

食物網の学習や生態系についての学びや、ダ

ムや砂防ダムをつくるときの魚道を設けたり植

林や川への不法投棄されたごみを回収するな

どして生態系が守られるように活動をすること

で維持されていることを資料を基にまとめるこ

とが出来ました。

２．これまでのフイールドワークで埋没林について

調べたことによって横内川の縄文時代の川の

跡地から遺跡が出ていることを調べました。生

徒たちが新たな課題として縄文遺跡の人々の

生活と川とのかかわりを生活のために必要な

自然の恵みを与えてくれる存在としての川と、

洪水や火山噴火物の土石流や洪水などの自

然災害に対応して川と共生してきたことを調べ

たいという課題を新たに設定しました。そのた

め横内川遊水地の場所に出土した遺跡を保存

している青森市教育委員会の埋蔵文化財課が

管理する小牧野遺跡ビジターセンターの方に

お願いして、センターに格納されている土器や

石器を実際に見学させてもらい発掘された内

容について出先で授業をしていただきました。

当時の人々が川の近くに集落を形成していた

ことや石器や土器などの道具の調達や横内川

では食材となる魚などや飲料水として川が恩

恵を与えていたことを教えていただき、タブレッ

トの撮影しながら資料をまとめました。

青森市教育委員会埋蔵センターで資料館の研

究員をしている設楽氏に横内川遊水地の埋没

林公園で発見された縄文遺跡のことを講義し

ていただきました。川を縄文の人たちがどのよ

うに利用しながら暮らしていたかについて自分

たちが調べて考えた仮説をもとに質問し、課題

の解決を図りました。

実際の出土した土器や石器を触らせていただ

きました

１，小牧野遺跡ビジターセンターで取材した縄文遺跡

での川の利用に石器を作ることを理解できたこと

から、生徒たちからは、『本当に河原の石で石器

が作れるのか自分たちで検証したい』という課題

が出てきたことから、青森県埋蔵文化財センター

の川と石器の専門家である茅野氏を講師に出前

授業をしていただきました。石器のもとになる石は

近くの河原にはないため違う集落の縄文人が川や

山からとってきた黒曜石や硬質頁岩を持ってきて、

河原の石で割り、割ったものに刃をつけるのに鹿

の角を使ったことを教えていただきました。実際に

自分たちでとってきた河原の石で黒曜石を割る実

習を体験し、川にある石も資源の一つであったこと

や、そのために洪水などがあっても川の近くで生

活していることを実感していました。

２，これまでに探求してきたことを課題別にグもループ

でパワーポイントにまとめたことの発表会を開催し

ました。発表した課題は、①川の水質と植物の遷

移②湿地と鳥とのかかわり③埋没林のでき方と自

然災害④遊水地と地形や水害対策⑤縄文遺跡か

らわかる人々と川とかかわりの５つのテーマで、青

森県地域整備課や東青地位整備課河川ダムの方、

埋蔵文化財センターの方を始め高校の１学年の他

のクラスの生徒や教員の方にも見ていただき感想

や助言をいただきました。また地元のテレビ局ATV

の取材を受け、ニュース番組で放映されました。

３，１年間横内川を学習してきたことを振り返り、河川

を通して自然と共生することの大切さについてまと

めたことや感想を発表しあい生徒一人一人が川や

水と自分たちの関りについて考えをまとめました。

川と人々の暮らしについて、グループごとに探求し

てきたことを発信するために専門家や同学年の生

徒、先生方に校内発表会を開催しました。

川の水質と植物の遷移・湿地と鳥や生物のかか

わり・埋没林のでき方と自然災害・洪水の怖さと治

水対策としてのダムや遊水池・横内川縄文遺跡か

ら分かる人々と川とのかかわりの５つのテーマで

探求したことを発表しました。

この発表会の内容が、地元のATVのニュース番組

で取り上げられました。

１．これまでの学習をもとにしてグループごとに自分た

ちの立てた課題に沿って調べてきた内容をまとめ

る活動を行いました。研究としてまとめる方法を次

のように示しながら、タブレット端末で撮影した写

真やダウンロードした地図などを資料として使いな

がら分かりやすくパワーポイントにまとめて発表で

きるように作成していきます。共通で次の形式でま

とめることとしました研究の動機・研究の仮説を立

てる・研究の方法を記す・結果や分かったことをま

とめる・自分たちで考察したことを表す・これからの

課題を決める。以上の形でまとめることを確認しま

した。

２，グループごとにまとめる前に生徒たちからは、『横

内川遊水地のフイールドワークで見つけた埋没林

の所に出土した縄文遺跡を調べて埋没林の遺構

の地層で見つかった噴火のことや当時、川のそば

で生活していた理由を調べたい』という新たな課題

が出されました。この課題を解決するために、遺構

の土器や石器を収蔵している青森市教育委員会

埋蔵センターの方に取材するため、小牧野遺跡ビ

ジターセンターに出向きました。この日のフイール

ドワークでは当時の縄文人がどの年代でも川の近

くに居住していたこと。居住の理由は①飲み水を

確保する②石器の材料が入手しやすい③横内川

は魚などの食料が手に入るということを取材し、土

器や石器を見学し、川と人とのつながりが縄文時

代からずっと続いていることを体感していました、

青森県埋蔵文化財センターの研究員をしている

茅野氏に黒曜石と、自分たちが河原で採集して

きた玉石を使い、縄文人と同じ手法にするため

に鹿の皮の上で実際に黒曜石を玉石で割り、石

器の胴体部分を作る実習を行いました。

これまでの学習してきたことをまとめてこの横内川

の湿地帯の生物地図などを作り、発表資料をパ

ワーポイントでまとめ、発信することにしました。
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〔学校部門〕                                                                ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2024-7211-019 
河川の豊かな恵みと脅威を知ることを通して

自然と共生する大切さを考える生徒を育む学

習を目指して 
青森山田中学高等学校 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  

箇  

所 

主な実施箇所   横内川中・下流域横内川遊水地付近 

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を 2 カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は 1/50 万～1/100 万程度） 
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